


企業を成長させる
人材育成の「心」を学ぶ

グンゼ株式会社は、明治29年に波

多野鶴吉が、京都府何鹿
いかるが

郡（現綾部市）

の地場産業である“養蚕”の可能性に

注目し、「地域社会との共存共栄」を

郡是（社名の由来）として創業したも

の。最初に訪れたのは、その発祥地に

開設された「グンゼ博物苑」です。グ

ンゼ創業時の機械類やその映像を展示

した「歴史蔵」、ストッキングや下着

など時代ニーズを敏感に取り入れた製

品・技術を集めた「ファッション蔵」、

最先端技術を生かしたグンゼの新たな

取り組みを紹介する「新機能蔵」など

を順番に見学。ファッション分野にと

どまらず、ペットボトルに使用される

収縮ラベルフィルムやタッチパネルモ

ニターの開発、桑の生育技術を応用し

た緑化運動の取り組みを行うなど、グ

ンゼのベンチャー企業としての発想、

技術には大いに学ぶべき点があったと

思います。

次に、博物苑の向かいに建つ「グン

ゼ記念館」を見学しました。宮大工が

施工したという建物は、特色ある歴史

的建造物として、日本建築学会から保

存指定を受けています。記念館では、

創業以来のグンゼの経営姿勢やその歩

みを伝える歴史的資料などを見学。創

業者の波多野氏は、「何鹿郡で生活す

る養蚕家の足並みが揃わなければ、良

いものはつくれないし、企業として成

長していけない」という姿勢のもと一

株主制度をとり、養蚕家の理解を得な

がら、2年の歳月をかけて会社を設立

したそうです。「人間を尊重し、優良

品を生産していく」という考えは、創

業当初から人材育成の理念に生かされ

ていました。社長よりも高い位置に、

社員教育を統括・担当する「教育総理」

平成18年度の最終事業として、

去る3月2日（金）、京都府北部地域

への産業観光旅行が実施されまし

た。京都府北部地域は、近畿自動車

道敦賀線や京都縦貫自動車道等の高

規格幹線道路、舞鶴港の整備などの

進展により、地域の産業振興と基盤

整備が進んでいます。

今回は、㈱京都旅企画の滑田社長

にご協力いただき、グンゼ博物苑・

記念館や舞鶴市の赤れんが倉庫群な

ど、京都府北部の産業施設を訪問。

日本の近代化の足跡をたどりなが

ら、今後の集客交流・企業経営につ

いて理解を深めました。

赤れんがの建物の前で説明される
産業振興室の小谷氏（左より3人目）

グンゼ記念館外観



を置き、男性・女性の分け隔てなく、

読み書きそろばんなどを教えていたと

いいます。従業員のモチベーションを

重視し、その延長線上から良い製品が

生まれるという思想は、現在でも力強

く受け継がれています。

また、「あいさつをする」「はきもの

をそろえる」「そうじをする」という

三つの躾と呼ばれる行動規範について

も伺いました。簡潔でありながら、も

う一度基本に立ち返ることの必要性を

教えてくれる言葉だったと思います。

展示されている社員教育に関する資料

からも、社員教育の重要性をしっかり

と認識し、実践していくことの大切さ

が感じられました。

舞鶴市には旧海軍が建設したものを

中心に多くの「赤れんが建造物」が現

存しており、小さな遺構なども含める

とその数は130件以上にものぼりま

す。舞鶴市では市民と行政が一体とな

り、この赤れんが建造物を活かしたま

ちづくりが進められ

てきました。また、

立命館大学の大学連

携センターが置かれ

るなど、産学公の連

携も積極的に進めら

れています。

移動中、舞鶴観光

ボランティアガイド

「けやきの会」の方

から舞鶴の歴史につ

いての話や、今回残

念ながら訪ねられな

艦や赤れんがの町並みを

眺めながら舞鶴市役所に

隣接する「舞鶴市政記念

館」へ向かいました。こ

こは、戦後、市庁舎の一

部として使われていた建

物を改装し、平成6年に文

化と芸術の交流の場とし

てオープン。市役所周辺

には記念館のほか、11棟

の旧赤れんが倉庫群が残っ

ており、2005年には映画

かった「引揚記念館」や「五老スカイ

タワー」についての説明があり、参加

者は熱心に耳を傾けていました。その

後、海上自衛隊北吸桟橋に停泊する軍

『男たちのYAMATO』のロケ地として

も使われたそうです。

その後、舞鶴市役所の方々から記念

館について説明があり、舞鶴市におけ

る企業進出についても伺いました。舞

鶴市では、京都府が平成14年度から

施行している「雇用創出のための企業

立地・育成条例」（略称）の企業立地

優遇制度により、企業立地の支援策を

総合的に整備。「京都ブランド」や

「産学公連携」など、南部から北部ま

での地域特性を生かしながら、企業の

拠点展開をサポートしているほか、国

と連携しながらさまざまな補助を行っ

ています。舞鶴市で立地するメリット

や優遇内容などの具体的な概要説明を

受けた後、参加者と市役所の方々で活

「歴史蔵」の展示物に興味深く見入る参加者の皆さん 「歴史蔵」で養蚕の過程の説明を受ける

新しい取り組みについて説明をいただく

舞鶴市政記念館外観

ゆったりと落ち着いた
趣のある舞鶴市政記念館のロビー

舞鶴市役所の方々から丁寧な説明を受ける

既存のまちづくりから
新たなビジネスの可能性を探る



KVBC Report

発な意見交換がなされ、今後の

企業展開に向けて有意義な時間

をもつことができました。

また、平成19年4月に開館

する智恵蔵について、そして現

在進行中の赤れんが倉庫群を活

用したビジネスについての紹介

もあり、産業振興や集客交流の

可能性についても理解を深めま

した。

今回、京都府北部地域の産業

施設を見学して、改めて“人”

を育てる大切さを実感し、新た

な集客交流、企業進出へのヒン

トが得られたのではないでしょ

うか。初心に戻り、今後の企業

経営について再認識するよい機

会になったと思います。

産業観光旅行の昼食は、宮津

市の『岸和田旅館』でお世話に

なりました。こちらでは地産地

消にこだわり、地元でとれた素

材を用いておいしく、体に優し

い健康的な料理を提供していま

す。この日は日本海の冬の味覚

でもある地ガニを中心としたコ

ースをいただきました。抗ガン

作用があるというアカモクとい

う海草をつかった和え物や白魚

の仲間であるイサザの酒煮、久

美浜で生産されたというヤーコ

ン（食物繊維の豊富なイモの一

種）の和風パスタなど珍しい料

理の数々…。一つひとつの料理

について説明を受けながら、お

いしい地元料理に舌鼓を打ちま

した。また、食後には旅館に飾

られている骨董品の数々を拝

見。旅館の方と語らいながら楽

しく充実した昼食となりました。

地元のおいしい料理をいただく

地産地消で健康増進

しばらく就職氷河期が続いておりましたが、最近では景気回復にともない学生

にとっては「売り手市場」になってきているという報告もあります。しかしなが

ら、企業の良い人材を早期に確保・採用したいとの意向に、学生の意識や考えて

いる仕事内容とのマッチングがうまくいかず、なかなか採用するまでにはいたら

ないということも少なからずあります。

そこで、企業と学生を結ぶためKVBCとして採用イベントへの出展を企画し、

参加企業と学生と直接面談し、マッチングを図る機会を提供いたします。

KVBCでは今後とも採用に役立つ事業展開を検討してまいりますので、会員の

皆さまの積極的なご参加をお願いいたします。

開催日時 5月14日（月） 10:00～17:00

開催場所 ぱるるプラザ京都　6階「会議室6」

主　　催 株式会社学情



現役の学生が就職活動を始めるのは、早い学

生で3回生の10月初頭からといわれる。情報の

収集には、インターネットで個別に就職情報サ

イト（学情ナビ等の就職情報サイト）を利用し

企業エントリーするというのが中心となってい

る。［資料①］その理由として、「情報量が多い」

「情報の発信が早い」ことが挙げられ、両方で

84.3％を占める。その他の方法として、企業

HP、企業セミナー、合同企業説明会などが続

く。［資料②］

企業HPは「直接その企業を知る」ことがで

き、企業セミナーは「ナマの情報が得られる」、

合同企業説明会は「気軽に質問でき、独自の情

報を得ることができる」というように、学生は

それぞれの特性をつかんで利用しているようだ。

エントリーする企業数は学生にもよるが、少

ない学生で数社、多い学生では20社から30社

くらい。ただし、近年は絞り込む学生が多くな

っているので、エントリー数は年々減る傾向に

ある。エントリーする企業としては、やはり大

手企業を志向する傾向が強い。

先に“大手企業を志向する傾向が強い”と記

述したが、では中堅の企業はどうすればよいか。

求められるのは「経営体力があるところ」、「ベ

ンチャー企業など魅力があるところ」、「職場環

境が充実しているところ」など。それをどのよ

うにPRするのか―「自社HPを充実させる」、

「企業セミナーを行う」、「合同企業説明会等に

出展する」―などが挙げられるが、いずれにし

ても思い切ったPRが人材確保を決定するとい

っても過言ではない。

また、事前の企業セミナーを早く仕掛ける企

業も多く、早いところでは12月くらいから。

ピークは2月・3月で、この期間の企業セミナ

ー参加者の中からほぼ半数くらいが内定予定者

に繋がると考えられることから、早期激戦型の

採用活動になっている。さらに、企業は、新卒

採用だけでは必要な人材を確保できなくなって

おり、「第2新卒」（大学卒業後から25歳くら

いまで）を積極的に採用しようとする取り組み

も本格化しつつある。

企業姿勢としては、正しい実態、例えば「雰

囲気・風景」、「社員の様子」などを学生に知ら

せることが主流で、これは入社した後のミスマ

ッチを防ぐためでもある。

よい人材を得るには、あらゆる角度から自社

の分析を行うことから始め、それに併せてどの

ような人材が必要なのかという定義づけをす

ることが重要であろう。そうすることで、その

人材を得るための手段・手法が自ずと明確に

なるのではないだろうか。

㈱学情 京都支社 支社長 中村秀和

【資料出典：学生アンケートから探る 就活最前線2008】

資料①情報収集のツールは何か？ 資料②そのツールの利点は何か？
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正しい情報を知らせることが主流

PartⅠ

4月の民間研究所発表で、2008年3月卒業予定の大学生・大学院生に対する求人倍率が16年ぶり
に2倍を超えたと報告された。これは景気が回復し、人員削減が落ち着いたことや団塊世代の大量退
職を見込み、企業の採用意欲が高まった結果といえるだろう。
そこで、今回から「学生の就職活動」と「企業の採用活動」のアンケートに基づき、学生が現在ど

のような就職活動を行っているのか、また、企業が優れた人材を早期に採用するにはどのようなこと
をしなければならないかなどをシリーズで紹介していく。第1回は、学生の傾向と企業の現状を見る。

お問い合わせ　株式会社 学情 京都支社　TEL 075-213-5611（代）



3月 2日（水）9:00～18:00
「KVBC産業観光旅行」

（綾部市、舞鶴市）
3月20日（火） 18:00～　

「ものづくり研究会　第141回例会」
（京都タワーホテル）

4月28日（土）11:00～
「ものづくり研究会　第142回例会」

5月14日（月） 10:00～17:00
「学情『就職博』への出展」

（ぱるるプラザ京都）
5月14日（月） 17:00～21:00

「ものづくり研究会　総会」
（京都タワーホテル）

6月13日（水） 「第23回KVBC総会」
（京都全日空ホテル）

人材ネットワークプロジェクト
グローバル研究会
ものづくり研究会

第141回ものづくり研究会例会

去る3月20日（火）、第141回ものづくり研究会例会

を開催し、次年度の活動計画、総会などの打ち合わせを

行いました。

19年度の主な活動は、4月例会は京都競馬場貴賓席

（4月28日）、5月には京都タワーホテルで総会を開催し

ます。総会では、事業報告などのほか記念講演会、懇親

会を組んでおります。6月例会では、八日市方面への工

場見学。また7月、9月、20年の2月の各例会に行われ

る勉強会では、本来の「ものづくり」に徹して行動する

ものとして、「ものづくり」をテーマに進めていくこと

にしております。8月例会は納涼大会、12月例会は忘

年会といった会員相互の交流を図った楽しい企画も計画

しています。多数の会員の皆様のご参加を期待しており

ます。

13期活動計画 各月の例会内容検討

第1部 総会
2006年度事業報告・収支決算報告・監査報告

2007年度事業計画案・収支予算案

第2部 記念講演

第3部 交流懇親会

詳細は決まり次第ホームページにて
お知らせいたします。

多数のご参加をお待ちしております。

4月1日付けの人事異動で、京都市産業振興課の企画

係長を拝命した大岸でございます。今年度から、

KVBCの事務局を務めさせていただきます。

初めて産業行政に従事することとなり、日々、企業

経営の第一線で奮闘されている皆様方から、多くを吸

収させていただき、今後に生かしてまいりたいと考え

ております。

事務局運営の上では、至らぬ点も多々あろうかと存

じます。皆様方のご協力をいただき、微力ながら、精

一杯努め、KVBCの活動を盛り上げてまいりたいと考

えておりますので、どうかよろしくご指導・ご鞭撻を

賜りますよう、お願い申し上げます。

産業観光局商工部産業振興課

大岸 將志（おおぎし　まさし）企画係長ご挨拶

日時　平成19年6月13日（水）
会場　京都全日空ホテル

平成19年 4月 京都競馬場貴賓席　　　　京都競馬場

5月 第13期総会　　　　京都タワーホテル

6月 工場見学　　　　　　　　八日市方面

7月 勉強会「ものづくり計画」

京都タワーホテル

8月 納涼大会 未　定

9月 勉強会「ものづくり計画」

京都タワーホテル

10月 京都競馬場貴賓席 京都競馬場

11月 勉強会 京都タワーホテル

12月 忘年会 未　定

平成20年 1月 新春初詣 伏見稲荷大社

2月 勉強会「ものづくり発表」

京都タワーホテル

3月 次年度活動計画検討 京都タワーホテル


